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所があれば，手をあげて監督者に知らせること．

4 この問題冊子の計算用紙と余白は，適宜下書きに使用してもよい．

5 解答は，すべて別紙「解答用紙」の指定された場所に記入すること．

6 この問題冊子は持ち帰ること．



1 n，pは正の整数とする． f pxq，gpxqは n次の整式で，ともに xn の係数は 1とする．

このとき，t f pxqup と tgpxqup において

xnp´1, xnp´2, ¨ ¨ ¨ , xnp´n

の係数がそれぞれ一致しているならば， f pxq “ gpxqであることを示せ．
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2 θは定数で，0 ă θ ă
π

2
とする．原点からの半直線 OAが正の x軸となす角は θで

あり，半直線 OAと半直線 OBは y軸に関して対称とする．動点 Pは半直線 OA上を，動

点 Qは半直線 OB上を動き，線分 PQの長さはつねに 2であるとき，線分 PQの中点 M

の軌跡を C とする．

このとき，

⑴ 曲線 C を求めよ．

⑵ 曲線 C と 2つの半直線 OA，OBとで囲まれた領域の面積を求めよ．
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3 次の問に答えよ．

⑴ 次の条件を満たす数列 tanuを求めよ．

an`2 ´ an`1 ´ an “ 0 pn “ 1, 2, ¨ ¨ ¨ q,

a1 “ 1, a2 “ 3

⑵ 数列 tbnu，tcnuは次の条件を満たしているとする．

正の整数 nに対して，
ˆ

1 `
?

5
2

˙n

“ bn ` cn,

bnは正の整数

0 ă cn ă 1

このとき，2つの極限値 lim
nÑ8

c2n`1， lim
nÑ8

c2n を求めよ．
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4 次の問に答えよ．

⑴ 任意の実数 t に対して，t を定数とする次の 3次方程式はただ 1つの実数解をも

つことを示せ．

x3 ` 12x “ t

以下，この実数解を f ptqと表す．

⑵ 関数 f ptqのグラフのおよその様子を描け．

⑶ xy平面上の動点 Pの x座標，y座標が時刻 tの関数として

x “ f ptq, y “
1
4

t f ptqu2

で与えられているとする．点 p0, 1q を F とするとき，時刻 t pt ŕ 0q から時刻

t ` h ph ą 0qまでの間に線分 FPが通過する部分の面積を S とする．

このとき，

ⅰ S を求め，S は tに関係しないことを示せ．

ⅱ 時刻 tのとき，加速度ベクトルを方向ベクトルとし，点 Pを通る直線は定点を

通ることを示せ．
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